
保護者の皆様 

 

「第２期 岩出市子ども・子育て支援事業計画」 

策定に向けたアンケート調査へのご協力のお願い 
 

市民の皆様におかれましては、平素より本市の保健行政に格別のご理解、ご協力をいただき、

深く感謝申し上げます。 

さて、本市では、まちを担う次世代の育成・子育て支援を、市政の最重要施策のひとつとし

て捉え、平成27年３月に「岩出市子ども・子育て支援事業計画（計画期間：平成27年度～平成

31年度）」を策定し、子育て支援等にかかわる様々な施策・事業を推進してきました。 

子育て支援施策の主な実施内容 

平成27年度 

 

平成28年度 

平成30年度 

•学童保育高学年の受け入れ開始 

 （１年生～３年生 ➡ １年生～６年生） 

•養育支援訪問事業開始 

•学童保育施設（ホープあいあい） 小学校空き教室への移転 

このたび、同計画の取組を検証するとともに、次期計画となる「第２期岩出市子ども・子育

て支援事業計画」の策定に向けて、市民の皆様の子育てや子育て支援に関する実態、ご意見・

ご要望などを把握するために、アンケート調査を実施することとなりました。 

今回、この調査票にご協力いただく方は、岩出市内の小学校に通学するお子さんの中から無

作為に選ばせていただいております。調査結果は、すべて統計的に処理され、回答者個人が特

定されたり、個々の回答内容が他にもれたり、他の目的に利用されたりすることは一切ござい

ません。 

お忙しいところ、誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう

お願い申し上げます。 

 

平成 30年 11月 

 岩出市長 中芝正幸 

本アンケートに関するお問合わせ先 

岩出市役所 子育て支援課  子育て支援係 

電話：0736-62-2141（代） 

 

 

 

  

資料４ 

ご記入が済みましたら、本調査票が入っていた封筒に改めて入れていただき、 

11月 16日（金） までにお子さんが通われている小学校へお渡しください。 
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子ども・子育て支援事業計画策定に向けての調査票 
 

１ アンケートには、お子さんの保護者の方が記入してください。 

（無記名ですので、氏名・住所の記入の必要はありません） 

２ ご回答は、選択肢に ○ をつけてお選びいただく場合と、数字などを記入していただく

場合があります。 

３ 質問によって、「１つに○」「あてはまる番号すべてに○」など、回答数を指定している

場合は、指定の範囲内で ○ をつけてください。 

また、「その他」をお選びいただいた場合、その後にある（ ）内には、具体的な内容

を記入してください。 

４ 数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、24 時間制（例：午後６時→18 時）で

記入してください。 

５ 設問のご回答によって、次の設問に回答していただく必要がなくなる場合がありますの

で、ことわり書きや矢印に従って回答してください。特にことわり書きのない場合は次

の設問にお進みください。 

 

 

 

 
 

 

 

問１ お子さんがお住まいの地区はどこですか。（１つに○） 

１．岩出地区 ２．山崎地区 ３．根来地区 ４．上岩出地区 

５．岩出市外（       ） 
市町村名もご記入ください（例：泉南市など） 

６．わからない（       ） 
字名をご記入ください（例：紀泉台など） 

問２ お子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください） 

平成□□年□□月生まれ 

問３ 本調査票を手渡ししたお子さんを含め、お子さんは全部で何人ですか。また、２人以上のお

子さんがいらっしゃる場合は、末のお子さんの生まれた年月をご記入ください。 

 （□内に数字でご記入ください） 

子どもの数□人  末のお子さんの生年月 平成□□ 年  □□月生まれ 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。

（１つに○） 

１．母親 ２．父親 ３．その他（        ） 

お子さんとご家族の状況についてうかがいます。 

本調査票において「お子さん」とは、特に指定のない限り 

本調査票を手渡ししたお子さんを指しています。 

 

【ご記入にあたってのお願い】 

小学生の保護者の方へ 
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問５ この調査票に回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（１つに○） 

１．結婚している（単身赴任などで別居している場合や事実婚を含む） 

２．結婚していない（離婚した、離婚に等しい状況で別居している） 

３．結婚していない（死別した） 

４．結婚していない（結婚したことがない） 

５．その他（具体的に                       ) 

問５-1 お子さんの母親、父親の該当する年齢層に○を付けてください。 

（それぞれ１つに〇）※ひとり親家庭の方は、母親または父親のみお答えください。 

母親 １．19 歳以下 ２．20 歳代 ３．30 歳代 ４．40 歳代 ５．50 歳代 ６．60 歳以上 

父親 １．19 歳以下 ２．20 歳代 ３．30 歳代 ４．40 歳代 ５．50 歳代 ６．60 歳以上 

問５-2 お子さんと同居されている方すべてお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

※続柄はお子さんからみた関係です。 

１．母親 ２．父親 ３．兄弟や姉妹  ４．父方の祖父 

５．父方の祖母 ６．母方の祖父 ７．母方の祖母  

８．父母の兄弟（おじ、おば） ９．その他（              ） 

問６ お子さんの子育てを主に行っているのはどなたですか。（１つに○） 

※お子さんからみた関係でお答えください。 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母 ５．その他（    ） 

 

 

 

問７ お子さんが就学前に通ったことのある保育施設・教育機関をすべてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに〇） 

１．認可保育所  ２．無認可の保育施設 ３．認定こども園 

４．幼稚園  ５．療育機関 ６．その他（具体的に           ） 

７．就学前に保育施設・教育機関に通っていない  

問８ お子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる場所に○をつけてください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．家庭 ２．地域 ３．小学校 ４．その他（    ） 

問９ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる  

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる  

３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる  

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる  

５．いずれもいない     ⇒ 問 10 へ  

⇒ 問９-1 へ 

⇒ 問９-2 へ 

お子さんの生活環境についてうかがいます。 
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●問９で「１．」または「２．」に○をつけた方にうかがいます。 

問９-1 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 回答後 ⇒問10へお進みください 

１．祖父母等の親族が子育てに協力してくれ、安心である 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい  

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                       ） 

●問９で「３．」または「４．」に○をつけた方にうかがいます。 

問９-2 友人・知人にみてもらっている状況についてお答えください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．友人・知人が子育てに協力してくれ、安心である  

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                       ） 

問10 子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、気軽に相談できる場所はありま

すか。（１つに○） 

１．いる／ある  ⇒ 問 10-１へ ２．いない／ない  ⇒ 問 11 へ 

●問 10で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問10-1 お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人 

３．近所の人 ４．学校の先生 

５．医師などの医療関係者 ６．民生委員・児童委員 

７．市役所子育て支援課 ８．教育委員会 

９．児童相談所 10．民間の電話相談 

11．その他（                                    ） 

問11 子育てのことに限らず、近所付き合いの中で、日頃から気軽に直接会話をする人は何名くら

いますか。（１つに○） 

１．３名以上いる ２．１～2 名いる ３．いない 
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問12 あなたの世帯では、以下の手当てや援助等を受けていますか。（Ａ～Ｅのそれぞれ、あては

まる番号１つに○） 

 現在受けている 受けたことがある 受けたことはない 

Ａ 児童扶養手当 
＊18 歳未満の子供を養育するひとり親家

庭等に支給する手当。すべての子育て世

帯が対象の「児童手当」とは違います。 

１ ２ ３ 

Ｂ 障害や難病の手当て １ ２ ３ 

Ｃ 年金（遺族年金、老齢年金など） １ ２ ３ 

Ｄ 生活保護 １ ２ ３ 

Ｅ 就学援助 
 ＊給食費や学用品などの費用の一部を援

助する制度 
１ ２ ３ 

問13 あなたは、次のような経験をしたことがありますか。（あてはまる番号すべてに〇） 

１．子どもの頃、社会的擁護（施設に入所、里親に預けられる、など）を受けたことがある  

２．成人する前に両親が離婚した 

３．成人する前に父親または母親と死別した 

４．成人する前の生活は経済的に困っていた  

５．家庭の経済的な理由で、進学をあきらめたり、退学した 

６．親の介護が負担になっている（なっていた）  

７．あなたの親との関係で思い悩んだことがある 

８．親と疎遠になっている 

９．（元）配偶者（またはパートナー）から暴力をふるわれたことがある 

10．お子さんに体罰を与えたことがある 

11．出産や育児でうつ病（状態）になったり、育児ができなくなってしまった時期がある 

12．お子さんとの関係で思い悩んだことがある 

13．自殺を考えたことがある 

14．いずれも経験したことがない 

15．わからない 

問14 あなたの親は子どものころにあなたに対しどのように接していましたか。最も近いと思うも

のに〇をつけてください。（Ａ～Ｅのそれぞれ、あてはまる番号１つに○） 

 
とても 
そう思う そう思う 

あまり 

そう思わない 

そう 
思わない 

わからない 

Ａ 一緒に楽しい時間を過ごしてくれた １ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ 自分が喜ぶことをしてくれた １ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ 悪いことをすると叱られた １ ２ ３ ４ ５ 

Ｄ やらなければいけないことを何度 
も言われた 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｅ 不安や苛立ちを、ぶつけられた １ ２ ３ ４ ５ 
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問 15-1へ 

 

 

問15 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。

（それぞれに○はひとつ） 

 ※ひとり親家庭の場合は母親または父親のみお答えください。 

選択肢 母親 父親 

１．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しており、

育休・介護休業中ではない 
１ １ 

２．フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しているが、

育休・介護休業中である 
２ ２ 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、

育休・介護休業中ではない 
３ ３ 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、

育休・介護休業中である 
４ ４ 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない ５ ５ 

６．これまで就労したことがない 
６ ６ 

問 17 へ 

●問 15で「１．」～「４．」に○をつけた方にうかがいます。 

問15-1 １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくだ

さい。（□内に数字でご記入ください） 

※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えくだ

さい。 

※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

母親 １週当たり □日 １日当たり □□時間程度 

父親 １週当たり □日 １日当たり □□時間程度 

問15-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間は24時間制10分単位でお答えください。 

（□内に数字でご記入ください） 

※時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

※時間は、必ず （例）08時～18時のように、24時間制でお答えください。 

    問15で「１．」「 ２．」のみに○を付けた方 回答後 ⇒問18へお進みください 

母親 家を出る時間 □□時□０分頃 帰宅時間 □□時□０分頃 

父親 家を出る時間 □□時□０分頃 帰宅時間 □□時□０分頃 

 

 

 

 

お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 
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●問 15で「３．」「４．」に○をつけた方にうかがいます。 

問16 フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はありますか。 

（それぞれに○はひとつ） 回答後 ⇒問18へお進みください 

選択肢 母親 父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある １ １ 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない ２ ２ 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望 ３ ３ 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい ４ ４ 

●問 15で「５．」「６．」に○をつけた方にうかがいます。 

問17 就労したいという希望はありますか。（あてはまる番号・丸数字それぞれ１つに○） 

※該当する□内には数字をご記入ください。 

（１）母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 →希望する就労形態 

（２）父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 →希望する就労形態 

 

 

 

  

① フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

② パートタイム・アルバイト等（①以外） 

 →1 週当たり □日  1 日当たり □□時間程度 

① フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

② パートタイム・アルバイト等（①以外） 

 →1 週当たり □日  1 日当たり □□時間程度 
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問18 前年（2017年）のあなたの世帯の家族全員※1の収入※2を合わせた「世帯収入（税金や社会

保険を支払ったあとの額）」を教えてください。（１つに〇） 

 

 

 

１．50 万円未満 ２．50～100 万円未満 ３．100～150 万円未満 

４．150～200 万円未満 ５．200～250 万円未満 ６．250～300 万円未満 

７．300～350 万円未満 ８．350～400 万円未満 ９．400～450 万円未満 

10．450～500 万円未満 11．500～550 万円未満 12．550～600 万円未満 

13．600～650 万円未満 14．650～700 万円未満 15．700～750 万円未満 

16．750～800 万円未満 17．800～850 万円未満 18．850～900 万円未満 

19．900～950 万円未満 20．950～1,000 万円未満 21．1,000～1,100 万円未満 

22．1,100～1,200 万円未満 23．1,200～1,300 万円未満 24．1,300～1,400 万円未満 

25．1,400～1,500 万円未満 26．1,500 万円以上  

 

 

 

問19 放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

※それぞれ該当する週当たり日数を□内に数字でご記入ください。「放課後児童クラブ」の 

 場合には、利用を希望する時間も□内に（例）午後６時 →18時のように24時間制で数字 

 をご記入ください。  

１．自宅 週□日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週□日くらい 

３．塾や習い事 
（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

週□日くらい 

４．児童館 週□日くらい 

５．放課後子ども教室 週□日くらい  

６．放課後児童クラブ ⇒ 問 20 へ 
週□日くらい  

→下校時から□□時台まで 

７．ファミリー・サポート・センター 週□日くらい 

８．その他（公民館、公園など） 週□日くらい 

※放課後子ども教室･･･地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化
芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学
生が利用できます。 

※放課後児童クラブ･･･地域によって学童保育とも呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいな
い場合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事業の利用に
あたっては、一定の利用料がかかります。 

 

※1単身赴任などのために一時的に別居している方も含みます。 

※2株式配当などの副収入、公的な援助・手当や受け取った養育費等も含んだ額でお答えください。 

お子さんの放課後の過ごし方についてうかがいます。 
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●問 19で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に○を付けた方にうかがいます。 

該当しない方 ⇒ 問21へお進みください 

問20 放課後児童クラブ(学童保育)を利用している理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

主な保護者が 

１．現在就労している ２．就労予定がある／求職中である 

３．家族・親族などを介護しなければならない ４．病気や障がいがある 

５．学生である  

６．その他（具体的に：                  ） 

問20-1 放課後児童クラブ(学童保育)に対してどのように感じていますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 回答後 ⇒問22へお進みください 

１．定員を増やしてほしい ２．利用時間を延長してほしい 

３．施設・設備を改善してほしい ４．指導内容を工夫してほしい 

５．その他（                ） ６．現在のままでよい 

●問 19で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」を選ばれなかった方にお伺いします。 

問21 利用していない理由について、もっともあてはまる番号に○を付けてください。 

（○はひとつ） 

主な保護者が 

１．現在就労していないから 

２．就労しているが、放課後児童クラブを知らなかったから 

３．就労しているが、近くに放課後児童クラブがないから 

４．就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから 

５．就労しているが、放課後児童クラブの開所時間が短いから 

６．就労しているが、利用料がかかるから 

７．就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから 

８．就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

９．就労しているが、他の施設に預けているから 

10．その他（具体的に：                              ） 

問21-1 お子さんについて、今後、放課後児童クラブ(学童保育)を利用したいとお考えですか。

（あてはまる番号１つに○） 

※時間は、必ず24時間制で記入してください。 

１．利用したい 
週□日くらい 

 １日当り □□時間程度 □□時～□□時 

うち土・日の利用希望は 

 １日当り □□時間程度 □□時～□□時 

２．今後も利用しない⇒問 22 へ 

問 21-2 へ 
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●問 21-1で「１．利用したい」に〇をつけた方にお伺いします。 

問21-2 利用したい理由について、もっともあてはまる答えの番号に○を付けてください。 

（１つに○） 

※利用希望日数を□内に数字でご記入ください。 

主な保護者が 

１．現在就労している ２．就労予定がある／求職中である 

３．そのうち就労したいと考えている ４．家族・親族などを介護しなければならない 

５．病気や障がいがある ６．学生である／就学したい 

７．就労していないが、子どもの教育などのために預けたい 

８．その他（具体的に：                  ） 

問22 『放課後子ども教室』の利用意向はありますか。あてはまる番号に○を付けてください。 

（１つに○） 

１．意向がある   →   週□日くらい 

２．意向がない  

３．利用できる放課後子ども教室がない 

問23 お子さんについて、小学４年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みま

すか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．放課後児童クラブを利用したい（※）  → 小学□年生まで利用したい 

２．放課後子ども教室を利用したい 

３．クラブ活動など習い事をさせたい 

４．利用を希望するサービスは特にない 

５．その他（具体的に：                              ） 

 

 

 

 

問24  この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。 

（１つに○） 

１．あった     ⇒ 問 24-1 へ ２．なかった     ⇒ 問 25 へ 

  

お子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 
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問24-1 お子さんが病気やけがで小学校を休んだ場合に、この１年間に行った対処方法はどれに

なりますか。（あてはまる番号すべてに○） 

※それぞれの日数も□内に数字でご記入ください。（半日程度の場合も１日と数えます） 

１年間の対処方法 日数 

１．父親が休んだ □□日 

２．母親が休んだ □□日 

3．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった □□日 

4．父親・母親のうち、就労していない方が子どもをみた □□日 

5．病児・病後児の保育※１を利用した □□日 

6．ベビーシッターを利用した □□日 

7．ファミリー・サポート・センター※２を利用した □□日 

8．仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□日 

9．その他（                  ） □□日 

※１「病児・病後児の保育」とは、児童が病中または病気の回復期にあって集団保育が困難な期間、保
育所・医療機関等に付設された専用スペース等において保育及び看護ケアを行う保育サービスです。 

※２「７．ファミリー・サポート・センター」には、「病児・緊急対応強化事業」による利用も含まれます。 

問 24-2 へ 

●問 24-1で「１．」「２．」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問24-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。（１

つに○）※日数についても□内に数字でご記入ください。 

※なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前に 

 かかりつけ医の受診が必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ □□日 ⇒ 問 24-3 へ 

２．利用したいとは思わない ⇒ 問 24-4 へ 

●問 24-2で「１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問24-3 上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。（あ

てはまる番号すべてに○） 回答後 ⇒問25へお進みください 

１．他の施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                                ） 

●問 24-2で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。 

問24-4 そう思われる理由はなんですか。（あてはまる番号すべてに○） 

回答後 ⇒問25へお進みください 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 ２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い ５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで対応する ７．その他（                ） 

⇒ 問 24-５へ 
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●問 24-1で「３．」～「９．」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問24-5 その際、仕事が休めたら、何日仕事を休んで看たいと思われましたか。「３」から「９」

の日数のうち仕事を休んで看たかったおおよその日数について数字でご記入ください。 

（数字は一枠にひとつ） 

できれば仕事を休んで看たかった日数 ⇒□□日   

問24-6 休んで看ることができなかった理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない ２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない ４．その他（                ） 

問25 過去１年間に、お子さんを医療機関で受診させた方が良いと思ったが、実際には受診させな

かったことがありましたか。（あてはまる番号１つに○） 

１．あった     ⇒ 問 25-1 へ ２．なかった     ⇒ 問 26 へ 

●問 25で「１．あった」に〇をつけた方にお伺いします。 

問25-1 その理由は、何ですか。次の中から、あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

１．医療費の支払いが不安だったから  ２．受診する時間がなかったから 

３．お子さん本人が受診したがらなかったから ４．距離が遠く、連れて行けなかったから 

５．自分の健康状態が悪かったから 6．その他（具体的に          ） 

 

 

 

 

問26 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労など）で

不定期に利用している事業はありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

※１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください。 

利用している事業・日数（年間） 

１．一時預かり（私用など理由を問わずに保育所などで一時的
に子どもを保育する事業） □□日 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事
業のうち不定期に利用する場合のみ） □□日 

３．ファミリー・サポート・センター 
（地域住民が子どもを預かる事業） □□日 

４．夜間養護等事業：トワイライトステイ 
（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） □□日 

５．児童養護施設等で預かる短期入所生活援助 
（ショートステイ）事業（「夜間擁護等事業」を除く） □□日 

５．ベビーシッター □□日 

６．その他（                    ） □□日 

７．利用していない  

 

⇒ 問 27 へ 

⇒ 問 26-1 へ 

   お子さんの不定期の教育・保育利用や宿泊を伴う 
一時預かり等の利用についてうかがいます。 

 



12 

●問 26で「７．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問26-1 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．特に利用する必要がない ２．利用したい事業が地域にない 

３．地域の事業の質に不安がある 
４．地域の事業の利便性 

（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い ６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（                                      ） 

問27 お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労など）で、

年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。 

※利用希望の有無・日数をお答えください。（あてはまる番号・丸数字すべてに○） 

※利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を□内に数字でご記入ください。 

※なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかることがあります。 

１．利用したい⇒ 問 2７-１へ 計□□日 

 
① 私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレ

ッシュ目的 □□日 

 ② 冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等 □□日 

 ③ 不定期の就労 □□日 

 ④ その他（               ） □□日 

２．利用する必要はない ⇒ 問 28 へ  

●問 27で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問27-1 問27の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われます

か。（あてはまる番号すべてに○） 

１．一時預かり（保育施設等での一時預かり） 

２．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

３．夜間養護等事業：トワイライトステイ（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） 

４．短期入所生活援助事業：ショートステイ（児童養護施設などで預かる事業） 
※「夜間擁護等事業」を除く 

５．ベビーシッター 

５．その他（ ） 
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問28 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊

りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。 

（あてはまる番号・丸数字すべてに○） 

※預け先が見つからなかった場合も含みます。 

※それぞれの泊数も□内に数字でご記入ください。 

１年間の対処方法 泊数 

１．あった ① 親族・知人にみてもらった（同居者を含む）⇒ 問 28-1 へ □□泊 

 ② 短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 
（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） □□泊 

 
③ ②以外の保育事業 
（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した □□泊 

 ④ 仕方なく子どもを同行させた □□泊 

 ⑤ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□泊 

 ⑥ その他（              ） □□泊 

２．なかった  

●問 28で「１. ① 親族・知人にみてもらった（同居者を含む）」と答えた方にうかがいます。 

問28-1 その場合の困難度はどの程度でしたか。（１つに○） 

１．非常に困難だった ２．どちらかというと困難だった ３．特に困難ではなかった 

問29 お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度をお答えください。 

（１～10それぞれあてはまる番号１つに○） 

 
満足度が低い  満足度が高い 

１．子育て支援センター事業 

（子育て相談、子育ての情報提供、育児講座等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

２．保育所におけるサービス  

（延長保育事業、一時預かり事業等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

３．保育所以外のサービス  

（ファミリー・サポート・センター事業、 

病後児保育事業、ショートステイ事業等） 

１ ２ ３ ４ ５ 

４．子育てサークルへの支援 １ ２ ３ ４ ５ 

５．手当等の子育てに対する経済的支援  

（児童手当、児童扶養手当、保育料無償化等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

６．障害児施策  

（特別児童扶養手当、障害児保育事業等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

７．子どもや母親の健康の確保  

（予防接種事業、健診事業、食育等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

８．教育環境  

（学校教育環境、学童保育、家庭教育学級等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

９．安全な道路交通環境  

（歩道、街路灯、通学路等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

10．子どもを事故や犯罪から守るための環境  

（安全パトロール隊、あいさつ運動、きしゅう君の家等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

⇒ 問 29 へ 

he へ 
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問30 子育てに必要な情報をどのように入手されていますか。あてはまるものに○を付けてくださ

い。（○は３つまで） 

１．市の広報やパンフレット ２．保健センターなどの市町村の機関 

３．インターネット（ホームページ、ブログ、ツィッター・フェイスブックなどの SNS） 

４．子育て雑誌・育児書 ５．テレビ、ラジオ、新聞 

６．友人・知人 ７．隣近所・地域の人 

８．子育てサークルの仲間 ９．保育所、幼稚園、学校 

10．情報の入手先がない 11．情報の入手手段がわからない 

問31 次のＡ～Ｈの支援制度などを、これまでに利用したことがありますか。またはそれらの支援

制度を知っていますか。（Ａ～Ｈのそれぞれ、あてはまる番号１つに○） 

 利用したことがある 
知っているが 

利用したことがない 
知らない 

Ａ こども食堂 １ ２ ３ 

Ｂ 放課後児童クラブ １ ２ ３ 

Ｃ 学校実施の補充学習（学習支援） １ ２ ３ 

Ｄ 子ども会での学習支援 １ ２ ３ 

Ｅ 上記以外が実施する学習支援 １ ２ ３ 

Ｆ 子育て短期支援事業 
（ショートステイ） 

１ ２ ３ 

Ｇ ファミリー・サポート・センター １ ２ ３ 

Ｈ 子育て世代包括支援センター １ ２ ３ 

〈参考〉 

Ａ こども食堂 
子どもの食の支援、居場所の支援などを目的に、民間団体などが 
無料または格安で食事を提供している場所。 

Ｂ 放課後児童クラブ 
放課後や夏休みなどに、小学校の校庭や児童館などで、地域の大人が 

見守る中、自由に遊んだり、宿題をしたりするところ。 

Ｄ 子ども会での学習支援 

子どもの健全育成を目的として地域で組織された集団。保護者や育成 

者の下、レクリエーションやスポーツ、文化活動、学習、社会奉仕な 

どの活動を行うところ。 

Ｅ 上記以外が実施する学習支援 

学校以外で地域の大人が本の読み聞かせなど勉強を教えてくれると 

ころ。土曜教室、○○寺子屋塾、学習サポート教室など地域によって 

呼び方が異なります。 

Ｆ 子育て短期支援事業 

（ショートステイ） 

入院、出産、介護、仕事などで一時的にお子さんの養育にお困りの時、 

児童福祉施設で子どもを預かる制度。 

Ｇ ファミリー・サポート・センター 

育児のお手伝いをしてほしい方（利用会員）と育児のお手伝いをした 

い方（提供会員）の両社を登録して、援助活動により仕事や育児の両 

立や、子育てする過程にゆとりを持っていただけるよう支援する制度。 

Ｈ 子育て世代包括支援センター 
妊娠期から子育て期にわたり、保健師などに様々な相談をしたり、助 

言・保健指導を受けることができる場所。 
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問31 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 


